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the relation with the goal of guidance and social study.

Tazuko AOKI

The purpose of this paper is to report the inspection about a required subject, “Wellness and 
Career”  in 8th grade in Kansas City, Kansas, USA. They used the programs developed by National 
Career Development Guidelines in USA and Blueprint for Life/Work Designs in Canada. The programs 
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　インターネットが普及し，社会のグローバル化が進

んでいる。日本の伝統的なやり方に踏襲したくても，

いやおうなく，世界経済の影響の波は押し寄せてくる。

このような社会の変化の中，フリーターやニートの増

加が指摘されるようになり，加えて高校や大学の新卒

者の就職が厳しくなっている。今の日本はキャリア教

育の充実が必要な時期だと言えるだろう。

　キャリア教育に早くから力を入れた国はアメリカで

ある。アメリカでは 1930 年代に，世界恐慌を景気と

して膨大な青年失業者を出したため，連邦政府は組織

的なガイダンス政策を取ることになった。その際，就

職が厳しかったことから，ガイダンスでの力点が職業

指導だけでなく，学習指導，人格形成や余暇指導など，

全人的な指導の方向へと転換していった。こうしてガ

イダンス運動は，公民性指導，道徳性指導，人格指導，

余暇指導の重要性が学校に浸透してゆき，学校教育の

大きな柱となった。加えて職業指導は，ガイダンスの

一領域と見なされるようになった（吉田，2006）。
 ガイダンスとは一般に，「個人を，彼の生活における

危機的な事態に際して，賢明な選択・適応・判断を行

うように援助することである」（Jones, A. 1951）である。

日本では，これを「生徒指導」と訳して用いられる。

そして日本の生徒指導でも，「ガイダンス機能を重視

すること」と記載されている（文部科学省　2008）。
しかし，ガイダンス機能とは具体的に何をさすのか，

必ずしも明確でないように思える。

 この点，アメリカのガイダンスは，明確なゴールと

領域が記されている。そして学校や教育委員会全体

で共通認識され，各場面に反映されている（青木，

2006）。そしてキャリア教育は，カウンセリング・プ

ログラムの中にも主要な要素として含まれている（青

木，2007）。では，具体的にどのように，キャリア教

育の中にガイダンス機能が反映されているのだろう

か。そこで本稿では，青木（2007）で紹介したカンザ

ス州の公立小学校
1
に接続する公立中学校で，2000 年

に視察した中学校での必修科目，「ウェルネスとキャ

リア」について紹介し，そこで展開されているキャリ

ア教育について，この学区のカリキュラムの目標，学

区のガイダンスの理念等の資料とともにまとめてみ

る。
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Table 1　カンザス州の公立中学校のカリキュラム（1999-2000）

－ 36 －

１．カンザス州 A 学区のキャリア教育
について

　視察したのは学業レベルの高い学区の公立中学校

で，学校のカリキュラムは学区共通になっている。

Table 1 には，中学校 3 年間
2
の必修科目と選択科目を

示している。これを見ると，8 年生に「ウェルネルと

キャリア」という，キャリアに関わる授業が開講され

ており，これが必修科目になっていることがわかる。

　この学区では，公立高校は学区に 4 校あり，入試も

なく，近くの公立学校に進学できる
3
。しかし日本の

ように普通科，工業科，商業科，音楽科のような専門

の学校に別れていない。つまりアメリカの高校は，ま

るで日本の大学のような仕組みを取っており，一つの

高校で，一人一人が異なる選択科目を履修することに

よって，職業専門的なコースも選べるし，大学進学コー

ス選べるし，職業訓練もできるようになっている。

　これらのことから，生徒達は，高校生になる前に，

自分の将来の進路に従って，自分で自分の受講科目を

選択してゆく必然性が生まれる。そして，自分で自分

の受講科目を進路に沿って選ぶためには，その前の中

学校段階である程度，職業の種類や内容，どんな講義

を選択する必要があるのかを把握しておかなくてはな

らない。このような制度上の必要性もあり，中学校の

段階で，キャリアに関わる科目が必修科目となってい

ることが推察できる。

　では，必修科目の「ウェルネスとキャリア」では，

具体的にどのような授業を展開しているのだろうか。

著者は，ある日半日，8 年生の「ウェルネスとキャリア」

を見せて頂いた。加えて，その授業を受けている，あ

る一人の学生のご自宅を訪問して授業の流れについて

インタビューし，この授業についての資料等を入手し

た。さらに，この学区が保護者に配付している教科学

習についての学校の具体的内容を説明したハンドブッ

ク，学生が教科の選択の際に参考にするスチューデン

トガイドの資料を入手した。これらを手がかりに，こ

の学区での必修科目，「ウェルネスとキャリア」の内

容について考察する。

２．授業の構成と教材（「Real Game 
USA」）の紹介 4 

　「ウェルネスとキャリア」は，8 年生を 4 つのグルー

プに分けて，国語，数学，理科，社会の各教師が，
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1/4 ずつ担当しておられた。先生方は，一学期に同じ

授業を 4 回行うことで，全員に同じ授業ができるよう

に配慮しているとのことだった
5
。本稿では，その中

で特に興味深かった，「Real Game USA」というプロ

グラムを用いた社会科の先生の担当部分を紹介する。

　社会科の先生が，教材として使っておられた「Real 
Game USA」は，National Career Development Guidelines 
(USA) と Blueprint for Life/Work Designs (Canada) が協

同で開発したプログラムで，小学校 3,4 年生用から 12
年生用まで，そして大人用が用意されたプログラムで

ある。児童・生徒は，チームで協力しながら，ロール

プレイを行い，シミュレーション的な活動を行いなが

ら，地域の中に設定された役割を楽しく果たし，良い

未来を作るために今学校で学んでいることを学ぶよう

になっている。

　実際，生徒への聞き取り調査では，3,4 人のグルー

プに，一つの職業が割り当てられ，グループで活動を

行うとのことだった。このプログラムで割り当てられ

る職業は，地域（コミュニティ）を形成するのに必要

な各種の職業，例えば，理髪店，銀行，料理人，レス

トラン経営者，医師，看護士（数種類の資格がある），

消防士，公務員など，多種多様な職業が準備されてい

る
6
。後に Table 10 で示すように，社会科の目標の中

に「社会に必要な職業がいかに多いかを知る」とある

ことからも，ここで取り上げられている職業の多様性

がかなり広いことは，それが社会科の目標の一つだか

らだろうと推察できる。そして筆者が学校を訪問した

際には，それぞれのグループが，自分たちの調べた職

業について，その概要だけでなく，後に示す年収や休

暇，資本金，職業に就くまでにひつような教育などを

まとめた，多種多様の発表用ポスターが学校の廊下に

掲示してあった。

　このプログラムには，このプログラムのホームペー

ジによると，５つの基本理念がある。それは，次の様

なものである。

1) 変化はいつも起こるもの；私たち自身も，社会も

変化し続けている。成長するとは変化することだ。

2) 学び続けなくてはならない；決して学ぶことをや

めてはいけない。どんなものからも，例えば学校だけ

でなく，テレビやコンピューターゲーム，本，友だち

や加速からも学ぶことはできる。

3) 人生は旅のようなもの；自分の現在の位置の確認

が必要である。加えて，一度に一歩しか進むことはで

きない。

4) 自分に正直であれ；目標と夢は異なり，夢を実現

するのは難しい。しかし夢に向かって進むことを恐れ

るな

5) 他者を助けよう；人生はチームでやるスポーツの

ようなもの。あなたのチームには，友だちや家族，教

師，ご近所がいる。これらの人たちは，あなたを喜ん

で助けてくれるだろう，

　つまり，このプログラムは，単に職業の種類や年収

を調べるようなプログラムではなく，それらに加えて，

人生は旅のようなもので，生きていれば，変化はいつ

も起こる。だから，学び続けなければならないし，人

生の岐路では自分に正直である必要があることも合わ

せて伝えようとする側面を持っている。後に紹介する

が，このプログラムには人生ゲームのような側面があ

り，突然，大損害が与えられるような場面が想定され

ている。そしてこんな人生を生きてゆくには，周囲の

助けを借りることも大切で，あなたも他者を助けるこ

とが大切だ，という，幸福に生きるための行き方を教

えるプログラムにもなっている
7
。この学区のキャリ

ア教育が，単に「キャリア」ではなく「ウェルネスと

キャリア」であり，「ウェルネス（幸福感）」という言

葉がついているのも，この側面を強調したいがためで

はなかろうかと推察できる。

３．教材の具体的内容について

　今回，インタビューさせて頂いた生徒は，グループ

で弁護士を担当したという。そして，授業で使った資

料を見せていただいた。ここでは，それらの資料をベー

スに，内要を紹介する。

a) 職業の紹介について

　まず，弁護士という仕事の紹介については，資料 1
に示すような紹介を見せてくれた。これは，弁護士と

いう仕事の紹介だけでなく，必要な教育，経験，求め

られるスキルが記載されている。加えて，年間に取れ

る休日の数，1 週間の余暇の時間まで示されている。

「必要な教育」は，高校に入学してから，自分の選択

科目を選ぶ際に役に立つし，「求められるスキル」は，

自分に向いているかどうかを知る情報，自分が向上さ

せなくてはならないスキルの情報となるだろう。

　さらにユニークなのは，この紹介が，単に仕事の概

要や年収を紹介するものではなく，弁護士の 1 日を紹

介した，まるで小説のような中身である。朝から夜ま

で，分刻みで仕事が記載されている。確かに，弁護士

の仕事の概要だけを見ても，具体的にどのような仕事

なのか，イメージがわきにくい。しかし，このように，

典型的な 1 日を朝から分刻みで具体的に記載してくれ

ると，弁護士の毎日の生活について，おおよそイメー

ジが抱きやすい。日本の職場体験も，職場のイメージ

を捉えるのに役に立っていると考える。しかし，あ
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Table 2　月額出費

Table 3　月額予算；弁護士

(1) 一ヶ月の予算・・・・・弁護士

・ 月額の収入総計 （      ）

（      ）

（      ）

（      ）

（      ）

（      ）

（      ）

（      ）

・ 給料支払い差引額

・ 純利益 1

・ 費用（Table 5から）

・ 予備費 2

・ チャンス 3

・ 最終的な月額予備費 4

・ 貯金額

1 ―→もし，赤字になったら２ページに戻りなさい。
2 ―→もし，月額の予備費がマイナスになったら，月額出費を見直して，予備費が０以上になるまで

調整しなさい。
3 ―→チャンスカードを引いて，月額予備費に加えるか，差し引くかしなさい。
4 ―→予備費は０以上ですか？もしそうでなかったら，他のことを諦めなさい。もし予備費が余った

ら，銀行に預金しなさい。
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る特定の状況で決められた時間で体験できることには

限度がある。仕事の概要，職場体験の他に，この資料

のような，職業についての典型的な 1 日の時間に沿っ

た詳細な記述する教材があれば，仕事のおもしろいと

ころ，そうでないところ，大変なことを理解でき，仕

事の選択の際の大きな規準となるように筆者には思え

る。

　さらに興味深いのは，いったい，自分はどれくらい

の収入があれば生活ができるのかを具体的に計算する

シートがあることである（Table 2），これを具体的に

記入してゆくと，自分はどれだけ収入を得る必要があ

るのか考えることができる。加えて興味深いのは，弁

護士事務所を経営するとなると，給料と必要経費等の

差し引きで，どれくらいの純益を得られるのかを計算

するシートの存在である（Table 3）。特にその項目の

中に「予備費」「チャンス」という項目があるのは注



Table 4　中学校のガイダンスの領域とゴール

青木（2007bより作成）

1 学習と評価

2 意志決定

3 職業と教育（進路）の選択

4 自己についての知識と進路選択

5 ゴールを設定しプランを立てる

6 自己管理ができそうだと思うこと 責任感

7 変化と喪失を管理する

8 自己管理できるという気持ちを育てる 自己への気づきと成功へ導く態度の形成

9 他者への敬意と応答

10

責任感ある市民 ＆ チームに貢献できるメン

バーになること

上手な対話ができ，チームに貢献できるメン
バーになる

人と人との関係に関わるスキルとそのプ
ロセス

域領のスンダイガルーゴの徒生

自己管理を可能にし，複雑な問題解決につい
て考える／よい問題解決者になる

問題解決ができる。自分ならできるという気
持ちを持つ。

自己管理に関し「できる」という意識を持つ

複雑な問題解決ができる。

情報を入手する

チームに貢献するメンバーになることと自己
管理の可能性を持つこと
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目に値する。そしてその脚注を見ると，それらはチャ

ンスカードを引いて，その内容によっては，予備費が

減ったり増えたりする仕組みになっているらしいこと

が窺える。「予備費はマイナスにならないように」，「予

備費が余った銀行へ」とあることから，前述のこのゲー

ムの基本精神の (1) にあるように，自分の生涯に何度

か訪れるチャンスに備える態度を育む姿勢が窺える。

　終身雇用が一般的な日本の社会で育った著者は，

2000 当時，授業を視察した際に，「変化に富んだ人生

を生きる」ことを，ゲーム形式でシミュレーションす

るのは，何となく，教育的配慮が足りないような気が

した。しかし，後に報告するガイダンスの目標，社会

科の目標などをつき合わせてみると，これは単にプロ

グラムを面白くするために仕組まれたゲーム性ではな

く，生涯を生き抜くことを教える学区や政府の方針で

あることがわかってきた。

　例えば，Table 4 にあるこの学区の中学校の教育目

標を見て頂きたい。この「7」を見ると，ガイダンス

の領域として「変化と喪失を管理する」との領域が定

められている。それに関わるゴールを見ると，「チー

ムに貢献するメンバーになることと自己管理の可能性

を持つこと」と記載されている。これらのことから，

変化や喪失に対処する方法として，自己管理に加えて

チームに貢献して互いに助け合うことを教えているア

メリカの学校教育の様子が窺える。

　また，前述の「Real Game USA」の基本理念の 5 番

を再度見て頂きたい。ここにも「他者を助けよう」と

の項目が見られる。「他者を助ける」ことに関しては，

Table 4 の中学校のガイダンスの目標の「9」「10」に，

他者と対話するスキル，チームで貢献するスキルが，

「自己管理するスキル」として重視されている。これ

らのことから，アメリカのガイダンスの理念の一つに，

人生は変化に富んだもので，いろんなことがあるけれ

ど，家族や友だち，ご近所など他者の助けを借りて，

自分でしっかり自分を管理できる人になることが，中

学校の目標であり，キャリアはそれに関わる科目でも

あることが窺える。

b) 職業と性差について

　この授業に関連する資料の中には，弁護士のような

特定の職業についての紹介だけでなく，職業一般に関

する情報も記載されていた。例えば，Table 5, 6 には，

職業と性差について，クイズ形式で回答すると，知識

が得られるようになっている。ここに記載されている

ような性差は，日本ではもっと多くあるかもしれない。

しかし，日本にはそれらを系統立てて教育的に示して

くれる資料は少ないように思える。

　ところで性差について，筆者は，ある有名私大の女

性研究科長から，次の様なエピソードを窺った。それ

は次の様な内容だった。「私の夫は重度の糖尿病で働

けません。加えて医療費が必要です。ダウン症の息子

もいます。健康な私は，家族を支えるため，他者より

多くの収入を得られる仕事が必要なのです。私のよう

な女性は多いと思います。男性，女性の関わりなく，

人種に関わりなく，人によってそれぞれ事情が違うの



Table 5　職業と性別役割

Table 6　職業と性差

次の仕事や活動は，男性にふさわしいでしょうか？女性にふさわしいでしょうか？

それとも，両方にふさわしいでしょうか？

仕 事 (15)秘書

(1)料理人 )61( 政治家

(2)配管工 )71( 店員

(3)パイロット )81( エンジニア

(4)大工 )91( 建築家

(5)看護士 )02( タクシーの運転手

(6)医者

(7)フォークリフトの運転手 活 動

(8)電気技術者 )1( 光熱費等，請求書の支払い

(9)鉄骨組立工 )2( 掃除

(10)機械工 )3( 料理

(11)小学校の先生 (4)子供の世話

(12)商店のレジ係り (5)食料品の買い出し

(13)フライトアテンダント (6)洗濯とアイロンかけ

(14)受付係 )7( ゴミ出し

1990

71

60
1992 40

－ 40 －

ですから，最初から性別によって，人種によって収入

に差があるというのは，一部の人に生涯取り戻せない

ハンディを与えることになるのではないでしょうか」。

このお話を伺って，筆者は性別や人種等，本人の努力

で変えることのできない要因でハンディがあること

が，生涯の差別に繋がることが納得できた。しかし，

実際の現実社会には，はやり，いろんな形で差別や偏

見があるように思える。それならそれで，とにかく，

現状に関する情報を提供してゆけば，自分が「どんな

人生を選んでゆくのか」という判断基準になるかもし

れない。その資料や情報もなく，やり直しのききにく

い社会に出て現実に直面しても，遅すぎるのかもしれ

ない。私は Table 5,6 の資料を見て，そう考えるよう

になった。

c) 余暇の計画

　このプログラムでユニークなのは，「年間に取れる

休暇」（資料 1）「1 週間の余暇」の時間を明記した

り，余暇を割り出す試算をさせるシートの存在である

（Table 8）。確かに，職業を決める際，自分の人生設計

との兼ね合いを考えるなら，これらの情報は，必要不

可欠な情報に違いない。ある人にとっては，キャリア

･アップの時間は必要だし，ある時期には余暇の多い

仕事を選ぶ必要もあるかもしれない。このように考え

ると，余暇に関する情報を提供した方が，各個人が自

分の人生設計にあった職業選択をしやすくなるに違い

ない。考えてみると，職業と余暇のバランスを考える

ことも，ある人にとっては職業選択の際に重要な要因

になるに違いない。



Table 7　余暇の使い方

Table 8  時間の使い方と余暇

30
40
1000

－ 41 －

　しかし，日本のキャリア教育に，余暇を視野に入れ

た職業紹介を行っているのだろうか。加えて，Table 7, 
8 に見られるように，その余暇を有意義に過ごすのに，

どれくらいの収入と労働時間が必要かを具体的に試算

させているのだろうか。余暇はあっても，余暇を楽し

むにはある程度の資金が必要になる（Table 7）。アメ

リカには，これらのことを，社会に出る前にしっかり

認識させるプログラムがあることが興味深い。

　最初に述べたように，視察した授業のタイトルは

「キャリア」ではなく，「ウェルネスとキャリア」である。

仕事だけでなく，余暇についてしっかり考えることも，

ウェルネスに繋がるという発想なのかもしれない。

４．社会科の教科としての目標と授業
の関係

　本稿で紹介したのは，「ウェルネスとキャリア」の

中で，社会の先生が担当しておられた授業であった。

そこで最後に，教科としての社会科の目標とこの授業

の関連を資料から考察することにする。



Table 10　社会科における中学校のキャリア教育の具体的目標

Table 9　社会科を構成する具体的項目

a)~i)の記号は筆者がふったもの 

a)社会への気づき（Social Awareness） 

b)人の多様性（Human Diversity） 

c)伝統と変化（Tradition and Change） 

d)地理（Geography） 

e)経済（Economics Education） 

f)統合（Connections/Integration） 

g)情報の活用（Use of Information/Communication Skills） 

h)問題解決（Problem Solving） 

i)人生とキャリアの計画スキル（Life and Career Planning Skills）

（注）

－ 42 －
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　この学校の保護者用ハンドブック
8
の中に記されて

いるものを見ると，社会科の目標は Table 9 に示す内

容となる。これを見ると，社会科の内容は，日本で馴

染みのある「歴史」「地理」等の他に「多様性」「社会

への気づき」「問題解決」など ，日本では余り馴染み

のない項目が並んでことがわかる。さらに，最後の項

目として，「人生におけるキャリアの計画スキル」が

上げられている。このことから，社会科の先生は，「ウェ

ルネスとキャリア」という授業の中で，社会科の目標

達成の授業を行っているのではないかと推察できる。

　次に，Table 10 に，同じく保護者用ハンドブックか

ら，上記の社会科の内容，「人生におけるキャリアの

計画スキル」の詳しい具体的内容を記載した。この具

体的な目標を見ると，「コミュニティのサービスに，

さまざまな職業が関わっていることがわかる」「公的

機関の影響力の強さに気づき，自分の人生にいかに役

立つかを分析する」「政治は，公的機関を通して，私

たちの生活に影響を及ぼしていることを認識する」な

ど，社会科のキャリアの目標とは，単に職業の紹介

について取り上げ，それらを体験をするようなもの

ではないことがわかる。ここで求められているのは，

Table 10 のことばを用いるなら，社会で生きるスキル

を現代と過去で比較（6 年生の 2.），評価する力（7 年

生の 2.），それを自分の人生設計と関連づける力（8
年生の 1.），さらに地域社会が様々な職業で成り立っ

ていることを知り，仕事の多さに気づかせたり (6 年

生の 1.7 年生の 1,)，現代社会で萌芽的なものが，将来，

どんな職種を生み出すかを予測したり（8 年生の 1.），
コミュニケーション，協同，時間管理スキルなどのス

キルや社会的な役割と仕事について考えさせることが

目標となっている（8 年生 2.）。これらの中は日本の

学校でのキャリア教育の中で，余り取り上げられてい

ない視点が多くあるように筆者には思えた。

５．まとめ

　最初に述べたように，20 世紀初頭，アメリカ社会

に登場した職業指導運動，精神衛生運動とその後に展

開された教育運動が世界のガイダンス・カウンセリン

グの発展に大きく寄与した。ガイダンスとは，「個人を，

彼の生活における危機的な事態に際して，賢明な選択・

適応・判断を行うように援助することである」（Jones, 
A. 1951）と一般に言われている。

　本稿の視察の結果，アメリカのキャリア教育につい

て次の様なことが窺えた。それは，Jones (1951) のガ

イダンスの説明にあるように，危機的な事態に際して，

賢明な選択，適応，判断が行えるように，職業に関す

る情報を，仕事の具体的内容から必要な学歴，資金，

スキルに関して情報提供し，それでも危機に陥ったら

どう対処するかをシミュレーションで教え，精神的な

健康を保てるように他者を助けたり，チームで働くこ

との重要性を伝えたりするキャリア教育である。

　性別に関しては，社会の「現状」を伝えて，それら

を自分自身の判断に役立てることができる教材が組ま

れていた。加えて，仕事選びに余暇を考慮すること，

余暇を充実させるのに必要な経費と時間を試算させ，

余暇を楽しむ具体的な方法を教え，他者を助けること，

チームに貢献することが奨励されていた。これも，人

生の危機に直面したとき，精心的健康を保つ秘訣の一

つかもしれない。つまり，Jones(1951) のガイダンスの

定義にあるように，自分が懸命な選択，適応，判断を

するのを助けるキャリア教育がなされていると言える

だろう。

　考えてみれば，現代の日本のように，社会に出て，

仕事をするだけの毎日の中で，想像したこともない不

遇な境遇にいきなり陥るより，社会に出る前，まだ周

囲に仲間や教師や両親がいて，サポートしてくれる人

が多くいる中で，危機に陥った場面をシミュレーショ

ンしてみたり，多くの仕事が地域にあることに気づい

たりする場面を設ければ，周囲の人のアドバイスも助

言も得られて，キャリアについて多様な視点で考えや

すくなり，ウェルネスと結びつきやすくなるのではな

かろうか。仕事しかしないで，ご近所や家族からも孤

立してしまうよりも，学校教育の中で，助け合うこと，

チームで働くことの重要性を繰り返し教えた方が，精

神的にゆとりが持て，ウェルネスを高めることができ

るのではなかろうか。

　日本の文部科学省の資料にも，生徒指導について

は「ガイダンス機能を重視すること」と記載されてい

る。しかし日本にはアメリカのようなガイダンス領域

やゴールが明確に定められているわけではない。加え

て，個人が自分自身で，自分のライフスタイルに合わ

せて意志決定するための資料が揃っているとも言い難

い。本稿はキャリア教育を専門としているとは言い難

い筆者の視察報告に過ぎないが，日本でガイダンス機

能を充実させるためには，まだまだ取り組まなくては

ならない課題が多いように思えた。
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注

1 また青木（2006）は , この中学校に接続する小学校

と隣りの学区の公立小学校を視察し，小学校に常駐

するスクールカウンセラーが中心となって取り組む

キャリア教育を紹介している。また，青木（2007b）

では，この学区の幼稚園年長組から高校までのカウ

ンセリング・プログラムの詳細を紹介している。

2 日本の小学校 6 年生にあたる 12 歳から 3 年間が中

学校に含まれる。

3 アメリカでは，義務教育は学年ではなく，年齢で決

まっていて，18 歳までが義務教育であるところが

多いと聞いている。

4 本稿で紹介する資料は，オリジナル資料の主旨を変

えない程度に削除，加筆等の修正を行ったものであ

る。

5 筆者が 4 種類，それぞれの授業を視察させていた限

りでは，取り上げられていたのは，国語の先生はセ

クシュアリティについて，理科の先生は生活の環境

や薬物（ドラッグ）について話をしておられた。そ

のほか，テクノロジーについて話をしておらる先生

もおられた。

6 ここで取り上げている職業の多様さは，Table 10 の

社会科の 6 年生の目標からすると，教育目標の一つ

であることがわかる。他方で，職業の多様性をアル

ファベット順で紹介する絵本（Kalman, 1998）があ

るが，このタイトルは ”Community Helpers from A to 
Z” となっている。つまり，この本は単に職業を紹

介するのではなく，「地域を助ける人たち」とのタ

イトルからも，アメリカでは職業が地域を支える仕

組みとの関連で語られていることが窺える。

7 上記の Kalman (1998) の絵本では，「Y」で始まる職

業について，「それは，あなた（You）です。 あな

たがご近所でできるお手伝いはたくさんあります」

という内容が記されている。このことからも，「助

け合う」ことを大切にしている教育の姿が窺える。

8 保護者には，学区の名前でハンドブックが配付され

ており，その中に 1 年間，各教科が何を教えるのか

を詳しく明記している。
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